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爺ガ岳雷鳥調査行　(1)
平　　林　　国　　男
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40日の調査行を鰹了して　右より平林,矢口教育長,山下一士,高橋

隊長,佐藤-士,千葉の名隊員

下山の日
｢さあ,出発するか｣小屋内の最後の点検を終った高

橋隊長がつぶやくように云いなから,種胞小屋の二階の

小窓からヌツと足を突き出した｡二階建の種池小屋はま

だ冬姿のまゝた｡ 4m余の積雪にすっぽりと埋もれた種

池小屋からただ一つの出入ロとして,小窓の扉を上へ押

し上げてはもぐり込み,あるいは這い出して暮した小窓

が閉じられた｡

調査を打ち切ってひさしぶりに下界にもどる4月21日

の朝である｡一面巻層雲でおゝわれだ爺ガ岳山頂のあた

め,雲海から離れたばかりの太陽が

浸ぼけまなこでのぞいている｡

40cn四方しか無い小屋の小窓は大

きな荷物の出し入れが出来ない｡小

屋の中でザックの中へ棉物を詰め込

むと屋外へ出すことができなくなる

そこで一旦屋外の雪上に搬出された

相泡を各人思い思いにパッキングす

る｡

午前6時下山の蜂偏を終了し荷物

の点検やパッキングが終った調査隊

5名と筒下げのための支援隊9名の

総勢14名のパーデーはそれぞれ35kg

前後の荷物を肩に種池小屋を出発し

帰途についた｡

一行は爺ガ岳南峰から山頂近く扇

沢斜面の腹をまいて爺ガ岳南峰から

派生した南尾根にとりつく｡ 40日間生活

を共にした種池小屋,そして毎訓電みし

めた爺ガ岳の岩と雪とハイマツ諸藩の斜

面から-歩一歩離れていく｡

南尾根の森林限界を過ぎて針葉樹の林

に入ると一行のピッチがにぶった｡ 3月

12日始めて入山した頃に較らべると,す

でに春山の様相となっている森林の中は

歩きにくい｡雪が消えた部分はプッシュ

がからみ合ってヤブユキに難犠する｡雪

の上を歩くと腐った雪のために大腿のあ

たりまでズポッ　ズポッともくり込む｡

歩きにくさに加えて荷物の重量によっ

て体のバランスが乱され転倒する者が続

出する｡一度転倒すると立ち上がるのに

苦労する｡足場が思い上に荷物がすこぶ

る大きく重量があるため,背負い易い場

所まで荷物を運搬して本式に背負いなおきなければ立ち

上れない｡入山の日には膝までもぐる新雪で苦労した｡

下山の今日は腐った旧雪で悩まされる｡

予定時間より約2時間遅れて一行は扇沢へ到窟した｡

匝ちに迎えの車に分乗して一路山岳博物館へ向かう｡

山階の庭へ降り立った時,これで一応調査行も終った

のだという感じにせまられる｡雪景色に見送られて出発

した､博物館の前庭はすでに三分咲きの桜の花に色とられ

ている｡箆日むさくるしい調査隊員につらつき合わせて

暮した目には.花見に来ている女陸のスカート姿がまぶ

調　　査　　地　　爺　　ガ　　岳
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3別3日　　　吹書の串を墓地に向　う

しい｡

思えはたった40日間の短かい調査行であった｡しかし

大町山岳博物館にとって冬の山小屋へこもりきりで仕輩

を進める越冬観察は今回が始めてのここうみであった｡

山博協議会での調査実施の決定から,いやそれ以前の

調査費をさがす段階また調査開始と調査後の跡仕未まで

一連の調査活動の離れの中に,地方の-小博物館の仕撃

として楷命的にまつわりつく幾多の問題や障害が生まれ

うよ曲折しなからもどうにか一応の仕雷を完結させるこ

とができた○

博物館というもの自体なかなか世間の人々から理解し

てもらえず,まま日の当らない社会の片隅となって低調

をざわめでいる日本の博物館界の現状にあって,蕾鳥の

生熊調査などという地味な調査研究活動がまがりなりに

も実施でき不明であった雷鳥の冬

の生活の姿が把握でき,また操護

増殖の手立てや野外観察教育上の

資料が収集できたのは何に負うと

ころがあるのだろうか｡

大きくいえは長野県の皆さん.

さらに田博の設立母体となってつ

る大町市民の皆さんの,心からの

理解と支援によるものと考えてい

る｡まね調査基地と山倍本部の連

絡のための無線関係をlthよく引き

受けさらに調査隊員の不足をおき

なって面接調査活動に従事してく

れた陸上自衛隊第12師団第13普通

料連隊の積極的な応援｡あるいは

調査活動をスムースに運ぶために

喧接的な労力奉仕をおします,支

援隊員として参加してくれた大町

山の会の会員諸氏.白馬村案内人組合,大町案内人組

合の各位,また調査基地となった種油小屋を蕾んで堤

根してくれた相原氏.物資空輸に当られた朝日ヘリK

･ K,および乏しい会の予算の中からフイルムや調査

器具など提供してくれた信大教育学部生態研究会,そ

の他匝接間接に援助して下さった多数の人々の善恵と

友情と支援に支えられ全員無事に仕掌を終ることとが

できたと栄えている｡

今ここで昨日のことのように思い出される調査行を

ふり返えり,調査隊員の脳裏にはさまざまな映線がか

けめくり,それぞれ懐しい思い出や仕事の上での反省

があることだろう｡私はここでそれらの過程をふり返

り私なりの懐古と反省をつづってみたい｡

富刷調査にたくす重
大町山岳博物館が雷鳥調査にたくしている夢は大き

い,ただたんに雷鳥生態調査だけの目的であったらそー

れ程大けさな表現にはならないだろう｡

すなわち山階創設の理念であるヽ自然を科学しっゝ深

く楽しむ風潮を助成し.またその自然を守り育てて行く

保護思想を高めるヽといった自爆のもとにその足かかり

の一つとして雷鳥調査が取り上Uられているからである

特別天然記念物に指定され保護されている雷鳥であるが

近年とみに上昇の一途をたどっている登山熱や観光開発

に伴って彼等の狭い生活圏はさらにせばめられ,その生

活が侵害されている｡しかし保護対簾は公私をとわず皆

無でa)め.また保護の手建てを求める生活実態の解明は

殆んどなざれず不明のままである｡こんな現状ではとて

も雷鳥の保護はおぼつかない｡

ところで雷鳥は本州中部の山岳地帯に大部分の分布域

を持ち.大町山博の立地である大町市,さらに広くは長

野県の山岳にその大部分が含まれている｡国家で探護施
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3月14日　　　燃料,器材をつんだヘリコブ女一到着
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簾をしない現状ならば,雷鳥の棲息する地域に生活する

われわれ住民がこれらの問題と取組まざるを得ない｡そ

の足かかりとなり得るのは大町山岳博物以外に無いだろ

うと考えている｡

一方,博物館法の第三条に当該博物館の所在地又はそ

の周辺にある文化財保護法の適用を受ける文化財につい

て解説書又は目録を作成する等一般公衆の当該文化財の

利用の榎を図ることとうたっている｡しかし雷鳥につい

ての資料があまりにも不足しているため一般公衆に雷鳥

そのものを理解してもらい,探護思態を普及する上で常

にこと欠く状態で洩った｡

大町刷尊では博物館活動を進める上でも雷鳥に関する

諸資料を早急に収集しなければならない必要性にせきら

れていた｡

また大町山階の長年の偏頗である針ノ木岳周辺の野外

教育センターとしての開発のために,その一環として考

えている雷鳥生態園の実現のためにも生態調査による資

料の収集は欠すことのできない仕事であった｡

雷鳥の生活実態がつかまれることによって,それがそ

のまゝ生きた教育資料となって活用できる｡また構想さ

れている雷鳥生態園が実現されることにより,そこを訪

れる登山者は自由にいつでも観察路をたどり解説板を読

むことによって,雷鳥の抱卵.賠化,背離など生活史の

各期に応じた生活の姿を面接観察することが呵講になる

雷鳥の生活実態に接したいと願う登山者はこうして造物

主の巧みな技巧に目を見はるT.とであろう｡

また.高山現地で増殖されさらに人工的な餌によって

馴致ざれた雷鳥は登山者のまわりにまつわりついて,蘇

情をなくさめ自然物に対する関心や保護の必要陸はこく

自然な姿で理解してもらうことができよう｡

夏期調査の苦闘
大町山階の雷鳥調査計画は昭和34年にrL案ざれた｡ `生

活史の基礎的な調査から南山現地の保護

増殖,人工蕃殖,餌付げによる馴致など

を内容とした5ヶ年の計画であるが大町

市当局は赤字財政で苦しみ,山博予算は

維持管理がせいいっぱいで調査羽孫の経

費は一際認められない状態であったお

調査費の獲得をめざして運動が展開さ

礼.山博顧問のH氏を中心として日夜各

方面へ交接が続けられた｡

たまたま昭和35年1 2月に財団法人長野

県科学振興会から30万円の研究助成金の

交付が決定し.計画の一部を実施できる

ことになった｡

こうして晒和36年5月から北ア動物生

態研究グループ(山博職員,山階調査員

信大学生で構成)が中核となって夏期の

蕃殖期を中心､としたと生活史調査が開始

された｡

しかし夏期の調査活動は少ない調査費にしはられ非常

に苦しい仕事となった｡もともと生活史の調査は莫大な

人員と労力を必要とし,それなくしてはより多くのより

良い成果が期待できない｡少ない調査費で最大の効果を

あげるぺく,信大の学生の奉仕的な活動と山博職員の苦

闘が続いた｡
- 剔ﾔ〝遜繋綴;綴遡 
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小屋内で調査打合せ
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調　査　中　の　隊　員

こうして調査は昭和36年10月まで爺ガ岳を中lt吊こ続け

られ,蕃殖期を中心とした雷鳥の生態を明らかにするこ

とができた｡しかし生活史の調査は年間調べられ初めて

明らかにされるものであり,冬期の生態は大町山博が雷

鳥にたくした夢の実現のためにどうしても解明されなけ

ればならない問題であった｡

昭和37年は冬期の調査費をさがすための陳情や接渉に

明けくれた山博顧問のH氏や文化的な活動に理解の深い

県会議員のT氏など多数の人の理解ある協力によって昭

和38年1月長野県教育委員会の社会教書委託費として冬

期の雷鳥調査費80万円の県費補助が決定した｡

語に短かしタスキに哀し
こうして県費を裁けることになったが,ここで困った

問題が生じた｡調査計画案のうち雷鳥の冬期生活史調査

の項の調査期間は12月から5月までの6ケ月｡出動計画

としては調査隊員が山小屋へこもって越冬態勢で仕事を

進める予定であった｡常蒔入山の隊員は5人として調査

費は,旅費,備品費などすべてを含めて154万円を見込

んて評＼た｡

普通冬山の登山幣鯖は夏のうちにコースの下見から設

営地の選定など,半年位前からじっくり塗鯖するのか常

道である｡山頂へ立つ目的の登山の場合でさえこのよう

な周到な墜婿が必要である｡ましてその山頂で調査を進

めるとなれば念には念を入れた準備がなされな障ればな

らない｡また早くからこの衛助金が決っていたら越冬準

備のため秋のうちに荷上げをして準備することができた

したがって梼上げの経費も冬期の場合の3分の1位にお

さえることができる｡

補助金が決ったことは有難かっだが時期から云っても

予算からみても中途半はなものでおった｡

調査隊員の選定にも苦しんだ.山階の職員は6名いる

が動物飼育施設の管理から展示あるいは教育普及活動な

ど由広い活動を内容としている山博にとって,日常の運

営だけでせいいっぱいの人員である.｡本館を閉鎖して全

職員が山へ入るわけには行かない｡照和37年の夏季調査

の際にも信大教育学部生態研究会の全面的な応援があっ

たから仕革ができたのである｡

冬期調査の計画も信大学生の応援を予定して立案され

ていた｡しかし予算の目とがつかないままするすると1

年も経過していたため,信大学生はそれぞれ別のテーマ

に取り組んで研究を進めていた｡急に金が間にあったか

らといってテーマを変更して雷鳥調査に取組んでもらい

たいと云うのは勝手が良すぎる｡

調査時期,調査費,調査隊昌の問題など困った問題が

錯綜して実施すべきか中止すべきか連日硬遅くまで議論

かつづけられた｡席上せっかくきまった好意の補助金を

返遷したらなどという極論まで突び出した｡

結論を得ないまま数次にわたって山間協議会や教育委

員会がもたれ審議が続けられた｡委員の大多数は予算確

保困難と危険陸を考慮して慎重意見が多かった｡調査計

画案は何回もねりなおされ補助金以外に確保できる市費

を加え,最も効果的に最大の成果が得られる時期を研究

してぎりぎりいっぱいの調査期間に短縮した実行案が作

られた｡

一万調査員の不足と無線連絡の問題を解決するために

陸上自衛隊松本部隊に協力万の要請がなされ,自衛隊の

積極的支援が得られることになった｡

(山博学芸員)
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南　ア　ルプ　ス　植

5　寓アのもう一つの魅力
いうまでもなく南アルプスは.北アルプスのそれとは

また違った,山岳としての形態性質をそなえており.北

アに好んで登る天もまた南アに登れば北アでは感じられ

ない南アの魅力にひかされるに違いない｡

もちろん私もここ数年来.年中行事の一つででもある

かの如く夏が訪れると南アの山に足を運んできたが,矢

張りいまだにその｢山｣としての南アルプスにおおいに

心寄せている｡しかし決してアルピニストとしての山行

きを行っているのではないから,そんな大げきないい方

をするとそのすじの方々からお叱りを受けぬとも限らな

いから,山岳としての南アルプスの魅力については程々

にしておきたい｡

ところで私がこうして毎年南アルプスへどうして出か

けるのかというと,いうまでもなく植物をなかめること

くらいしか能のない私にとつては,矢張りそこの植物に

ひかされて,楽しいどころか重い荷物を背負って苦労な

山行きをくり返しているのでおる｡蘭アルプスの橙物の

よさについては先号でも時々触れた通りであるが.たし

かに私にとって,北岳の東斜面.決して北アのお花畑に

劣らぬ大規模な高山草原,そしてその中に咲く南アの香

り商い花々,尾根に近い辺り岩の所々露出する中にタカ

ネビランチ,タカネマンデマ,キタダケヨモギやハハコ

ヨモギ,軽っていても躍りに4 ･ 5 0種はすく数えられ

る｡それどころか特に私にとって最も関心の向くところ

は,この南アルプスが本邦第-の高山シタの豊麿である

ことだ(後述) ｡

斯様に私は南アルプスの魅力は,もちろんその山岳に

もあるでおろうが,何んといっても第-は植物にあると

考えている｡といってこのことはいままでに何べんもく

り返してきたことで,いまさら書きたでてみるつもりは

ないが,実は近年これとは別のもう一つの魅力があるこ

とに気かついたので紹介しておきたい｡

私がこれまで植物にひかれて南アルプスを歩いたのは

大てい仕輩の関係で8月中旬か時には9月に吸ぶ頃で,

いずれにしても山はすでに秋色立ち始めている頃が多か

った｡これは今から三年前1 9 6 0年の8月,山間の高

橋学芸員,国立科学博物館の小林糞生民,それに私の所

の大学の学生2名を加えて,北畠から間ノ岳,三峯岳,

北荒川,塩見岳,三伏時と南ア北都の山をかなりゆっく

りした日程で歩いた折のことである｡台風の去った後の

晴れあがった気持ちよい天候に恵まれ.のんびりし油植

物調査を続けながら.とき折中腹または尾根すじの潅木

の中に現われるクロウスゴやクロマメノキの実をつまん

物雑感
中　　村　　武　　久

で口の困りを紫にそめる｡ときには南アのお花畑によく

みられるシロバナヘビイチゴも. 8月の中旬を過ぎると

ちょうどオランダイチゴを思わせるかわいい実を楽のか

けに沢山つけている｡殊に北荒川岳のそれはまことに見

事なものでまさにお柁畑ならぬイチゴ畑といっても決し

て大けさではないくらいの大諸藩.東京辺りで時季はず

れに果物屋の店頭で一箱買えは2 0 0円3 0 0円とられ

るしろものが,ここでは二籍食べようが三箱食べようが

すべて只である｡味もへたなオランダイチゴよりはるか

に美味いし.云うまでもなく採ってすく口に放り込むの

だから.これほど新鮮なものはない｡ただ残念なことは

あわててこれをやっている最中時折イチゴの実ならぬ昆

虫を一緒に放り込んでしまうことだ｡その点さき種のク

ロウスゴやクロマメノキの実は殆んとそういうことはな

い｡全く典が喰わぬ訳もなかううがそもそもこの仲間は

その葉が昆虫の食草らしく.果実の万は小鳥の餌になっ

ているようで,自然はなかなかうまく食べ物を分けあっ

ているようだ｡

さてこのグロウスゴやクロマメノキの仲間即ちvaccin

iumの類は秋になると黒紫色の果実をその枝に沢山つ

け.形の大小は種類によって多少の違いがあるが,いず

れも果実の頭に花形のもようないしは陵がある｡そして

他の産のものは知らないが少なくとも本州中部.北ア山

中.南ア山中のものは皆食べられるようだ｡殊にここ南

アルプスにはクロウスゴ,クロマメノキ,スノキ.オオ

バスノキなどこのviccinium類が多く,殆んとの山塊の

高山帯下部から亜高山帯の経木または森林中に低い薮と

なって必らすみられるといってよい｡

確かこれは塩見岳の下の本谷山にかかる辺りだったと

思うが,この類力琳下一面に黒々とその実をつけている

のを目の辺りにし,載れ先にとザックを放り出して時間

のたつのも忘れて指先善と口を動かしていた｡そのうち

誰いうともなく, ｢おいここで食べてしまわず,沢山集

めていって今晩の楽しみにしようではないか･･･｣という

訳で.もっていた飯念にいっぱいつめて夕暮れに三伏小

屋についた｡食事の用意をする一万,その採ってきた実

を救急用にもっていたが:-ゼの中につつんでしはり,求

を足し砂糖を入れ,且つその中にとっておきのトリスを

一本混入したところ,まさに天下一品,本場のブドウ酒

といえとも比較にはならぬ我等のviccinium wineがで

きあがったのでおる｡ vicciniumの類は何もこの南アル

プスばかりでなく他の山地でもよくみられる植物だが,

私の知る限りではこの南アをしのぐ産地を他にしらない

(山博学芸員,東京農大第一高校教諭)
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長野県　安曇地　方

佐々成政の残した地名

佐々成政義1がその所領富山を出発し,後立山運峯を

越えて信澱路に入ったのは,戦国時代の末の天正12年12

月22日の雷です｡彼は豊臣秀吉と争うために織田信雄と

鯖んだが利かなかったので,更に信雄と同鼎関係にあっ

た遠州の徳川家陳と連合するため.当時対陣していた加

賀の前田利家と急に和睦し,病と称し潜かに主従数名を

したがえ立山の大姥堂に参詣し前途の難路の志がないの

を祈願しました｡ついで御堂の大姥導線を乞いゆづりう

け従者に背負わせて黒部の渓谷を渡り後立山連峯にかか

りました丁度厳冬のことであり積雪も深く実に困難をざ

わめました｡彼は大町の眼前にうかぶ雄峯蓮華岳の南の

北葛岳(七倉岳)を越えて七釜の難所に出てかろうじて

註2北葛沢に下り平客の大出に出ることが出来ました｡

それで彼が越えた七倉岳の肩を昔は証3佳良佳良峠とい

い,ざら峠とか,佐々峠とか呼んでいます｡又その岳を

乗越といい彼が越えて来たことを愚昧し大出より∠脇m高

瀬川の上流,今の束寵第3発寵所のおる笹平は佐々平で

成政が辿りついた平という意味です｡附近に笹の多いの

も成政のせいだということです｡また七倉岳の前山に鳩

峰というところがありますが,これは成政が七倉岳の難

場に出て進退窮まった時に鳩が飛んで来てこの山に下り

たので人里の近いことを知り力を得て北鷲沢を下ること

を得たといいます｡この七釜の喩は遭難の3:Dったことも

の　民話(その4)

青　　　木　　　　治

ありますが,越中側から来れば容易な路で七倉岳への自

然のコースであるが,峠を越せば七盆の険の上に出るの

で容易に信州側に下ることは出来ません｡尚大出の西の

原を親の原というが,成政が漸く平地に下りることを得

て初めて土地の人におうことが出来たので,恰も親の原

(両親の原という意味)へついTtJLN地がするといったの

でこの名があるといい伝えられています｡成政は大出で

その大姥尊を村人に寄進してよく砲るように教え,今夏

の旅が秘蜜の旅である故内密にすべきを言いおいて遠州

路に向いました｡大出の村人達はその後3 3年後の元利

3年に改めて堂字を営み盛んに法要をして大姥尊を安置

しました｡それが今の西正院です｡大姥尊については次

のような話もおります｡それは元利3年8月2 6日の夜

西方の空が急に明るくなって金色の光が赫々として飛ん

で来て大出の里におちた｡脊異な感に打たれた村人は翌

日その場所へいって見たところそれが大姥導線であった

ので驚いて堂字を営んで想ったということであるこれは

成政が内密にせよという言葉に応じてこの様な話に代え

て村人が流挿したものだともいう｡

註1 . 7巻11号(その2)参照　註2.北葛沢は中々

下れねと思われるが｡　註3.今の地形にはぴったりし

ていない｡　註4.北安曇鄭土誌稿第1輔による｡

(大町高等学校教諭)

ハクチョウはいつ鰐える?

昨年3月27日,皇居外苑より大町市へ贈られたコプハクチョウ一つかいは,木崎湖北端の飼育池において,そ

の後順調な発育を続け.去る3月初旬より巣作りを開始, 4月2旧までに4卵を産卵しました｡それ以来,メス

は朝夕の採餌時以外は一日中巣に就いて抱卵を続けています｡オスは専ら外殻の警戒に当っており,観覧者が池

の瑞を歩くと,一時も離れず,羽を逆立てゝ尾行するなど全くけなげな努力です｡

ハクチョウの抱卵期間は35日-38日とされておりますが･皇居外苑で初めて産卵を見た照和30年の例では･賠

出までに44日あるいは50日という長期間を貿しています｡これは主として,外来客や報導関係者によるひんはん

な写真撮影の影響で,ハクチョウが落ちついて卵を抱けなかったためだと云われでおります｡木崎湖のハクチョ

ウが,みなさんの暖かい見守りの中で, 5月末日頃,めでたく締出することを願っております｡

インスタント野外劇場など

今年のお花見シーズンはヽカモシカ園開園ヽとヽ観光望遠鏡除幕式ヽで華やかに幕をぬけた｡山岳博物館の庭

はいわゆる大町公園で猛り,市民の唯一･の憩いの場でもあるので連日花見客でにぎわった｡家族でゆっくり楽し

む人が例年より減ってしまい,紙クズ空かんの散乱は少しも減らない｡ビール瓶を石にぶつけてメチヤメチャに

わって据えるという悪質で念の入ったいたずらが毎年後を断たないが,マイクで呼びかける注意が効いたのか客

層が良くなったのか年々少くなっては来ている｡花も見頃を過ぎた或る宵,市内のK氏の要請で山階のマイクが

庭に出た｡インスタントのど自まん大会である｡酵客が代るかねるマイクを手にしてシブイのどを被露した｡見

ていてヒヤヒヤするのかヽ雷オートバイヾである｡山博までの急坂でカーブの多い一･本道をオートバイレースの

ように車を連ねてふっ飛ばすのである｡
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博　物　館　だ　よ　リ

ライチョウ調査終る
4月21日　北アルプス爺ガ岳C2669m)一緒の積雪期

ライチョウ調査隊は, 41日間の調査を終了して無尊下山

本館と調査怒地,種池小屋との無線連絡を支援してい

ただいた自衛隊松本部隊,吸び食糧.調査器材の運搬に

こ援助いただいた支援隊(大町山の会,大町地区山案内

人組合,白馬村山案内組合)信大教膏学部生態研究会そ

の他の皆様方に厚くお札申し上げる｡

カモシカ放養施設へ

4月27日　新設なった故養舎(約900平方メート,レ)

に､荘子ヾメス8才を放した(写真上)

観光望遠鏡殺菌
4月27日　大町市青年商工会(会長　北沢利夫氏,会

員5 8名)は本館贋に2 6万余日で観肥盟遠境を謹紐除

幕式が行なわれた｡この望遠境は大町圃･二者付され,管

理は本館でする執こなった｡　倍率20倍で北了のl山々の

ケ/レンが見えるほどで本館を訪れる多くの人々の目を楽

しませてくれるに違いない｡ (写真f)

とどもの日無料開放
5日5日　こどもの日は市内小中学生に本館を無料畠

放したとこ.ろ約1000人が来館,各部垂の係員の説明を聞

きながら楽しい1日を過していた｡

ヒ　　ヨ　　ド　　リ

長沢　修介
カタクリの花が絨たんを敷いた簾に一面の紫でその中

にポッポッと咲き始めた二輪茸の白がこの草原の静けさ

を一層美くしいものにしている｡目をとじて春の芳香を

胸一杯吸い込む,そしてそのまま倒れる様に草むらに

身を託し番の息吹を身一つはい感じよう｡芽吹き始め

たカラ松のうす緑の梢越しに.見える山メ自ままだ更白で

あっても何処からか漂よう朴の香は間もなく緑に変る

ことを教えてくれる｡ウグイスが身近かな笹やぶにき

て一声二声と歌う｡その歌声が静けさの中に余韻を残

して又一層静けさを増す｡ヤプサメが来て虫の様な声

で歌う｡時折,忘れていた歌を思い出して歌うように

クロツグミが渡来して間もないのか一節,一節と区切

って遠慮がちに歌っている｡

ヒヨドリが一羽目の前の柳の木に来て先程からしき

りに虫をついばんでいる｡まるで花に酔っているかの

すく近くにいる人間の(.となとまる寸眼中にないようだ

花の蜜を･lT,T,った頭,-i,食べたので弓~っかり蜜に翻ってしま

ったのかも知れない､､私も詩の芳香に酔って眠くなって

きた遠くオオルリの声がのんびりと聞える｡もう起きあ

がることを忘れたように私もこの草むらに眠ろう‥.
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ように｣寺じっと花を見つめていたかと思うと,蝶のよ

うにひらひらと飛び上ってピタキ科の馬がするように喝

をパテパチと鳴らして飛んでいる虫を食べる｡そして又

もとの枝へ何もなかったように静かに｣している｡時折

思い出して一声ピョーと鳴いてはみたがあまり静かなの

であとは小声で何か疇って又じっと静かに｣している｡
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